
第42回 全国中学校バスケットボール大会 公式サイト
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OT

4 × 8 0 4 0 1 4 × 9 3 0 0 3
5 × 10 0 5 0 2 5 DNP 0 0 0 0 0
6 × 28 0 13 2 2 6 × 2 0 1 0 1
7 × 0 0 0 0 2 7 DNP 0 0 0 0 0
8 ／ 0 0 0 0 0 8 × 6 0 2 2 0
9 ／ 0 0 0 0 0 9 ／ 0 0 0 0 0
10 DNP 0 0 0 0 0 10 × 6 0 2 2 1
11 DNP 0 0 0 0 0 11 × 29 2 11 1 4
12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0
13 ／ 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0
14 ／ 7 0 3 1 0 14 ／ 0 0 0 0 0
15 × 6 0 3 0 2 15 DNP 0 0 0 0 0
16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0
17 ／ 3 1 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0
18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0
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ＦＴ 反則 選　手　名　前

奥田
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露口　祐輔
松本　雅樹

橘　十志貴
武田　星太郎

沖田　剛
松尾　季風
苗田　将輝

(愛媛県)

【戦評記入者】

得点番号 得点 ３Ｐ

飴谷　由毅

２Ｐ

Team Ｂ

番号

川村　悠登
横山　詢

埼玉県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

　初の決勝進出を懸けた両チーム。立ち上がり奥田は１－２－２ゾーンプレスから１－２－２ゾーン。拓南はマンツーマンＤ
ｅｆ。奥田は長身の＃５、＃６にボールを集めＯｆｆを組み立てる。＃６はアリュープ・フックショット・ミドルシュートと
大活躍。一方拓南は、＃１１のミドルシュート・３Ｐ、＃１０のポストプレイで応戦する。奥田１８－１０拓南で１Ｐ終了。
２Ｑ、奥田が制空権を支配し拓南にプレッシャーをかけていく.。２分、奥田は＃４、＃５のドライブインが決まり１２点差
に。ここで拓南はたまらずタイムアウト。Ｄｅｆを２－１－２ゾーンに変更するが流れは変えられず、４分、奥田＃６のポス
トプレイ・リバウンドシュート。５分、＃５、＃１５のドライブインが決まり、３０ー１２。Ｄｅｆでもプレッシャーを強め
られ、拓南は勝機を見出すことが出来ず、奥田３４－２１拓南で前半を終える。
　３Ｑ、拓南＃１１の１対１から始動。１分３０秒、奥田＃６のポストプレイ、＃６のリバウンドからの速攻が連続して決ま
り１５点差。拓南はタイムアウトを要求。直後、＃４、＃８＃１１がシュートを決め、７点差まで縮める。しかし奥田は、＃
６のポストプレイを軸に落ち着いてプレイし、奥田４９－３４拓南で３Ｑ終了。４Ｑ、勢いの止まらない奥田は着実に得点を
重ねる。拓南も＃１１のミドル、＃４の３Ｐで追いすがるが、焦りからミスを連発してしまい差を縮めることが出来ない。一
方奥田は、パスカットからの速攻、＃６の高さを生かしたプレイで確実に加点。最終的に最後まで制空権を支配した奥田が６
２－５２で決勝へと駒を進めた。しかし、最後まで諦めず、コートを走り回りひたむきにプレイした拓南の姿に拍手を送りた
い。
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Ｃコート

長友　陸矢

(富山県)

【ＢＯＸスコア】

出場

【得点経過】 第２試合

男子 決勝トーナメント準決勝

吉田　拓生
岡山　翔太郎

奥野　亮
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